
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数: 52
問題あり: 2件
要確認: 6件
問題なし: 44件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

人物名
記載内容:「鈴木宗男（すずき・むねお、1948年北海道生まれ）」
検証結果: ✓正確
根拠・出典: 複数の公式情報源で確認済み

地名
記載内容:「北海道足寄町」
検証結果: ✓正確
根拠・出典: 参議院公式サイト等で確認済み

組織名・政党名
記載内容:「日本維新の会」「自由民主党」「新党大地」
検証結果: ✓正確
根拠・出典: 公式記録で確認済み

2. 数値情報  

袴田事件の無罪判決時期
記載内容:「2023年3月、袴田さんは無罪判決を得るに至り（58年ぶりの冤罪晴らし）」
検証結果: ✗誤り
正しい情報: 2024年9月26日に無罪判決、10月9日に確定
根拠・出典: 日本弁護士連合会声明、東京弁護士会声明、各種報道で確認。2023年3月13日は東京高裁の再審開
始決定支持の日付。

文通費改革の成立時期
記載内容:「2023年末に与野党合意で『領収書の電子データ提出と10年後の一般公開』という妥協策ながら制度
改正が実現した」
検証結果: ✗誤り
正しい情報: 2024年12月20日に改正歳費法が成立、2025年8月1日施行
根拠・出典: Wikipedia「調査研究広報滞在費」、時事通信2024年12月20日報道で確認

元島民の平均年齢
記載内容:「平均年齢89歳を超える元島民」
検証結果: △要確認
理由: 前回検証では2021年時点で86歳だったが、最新の数値の確認が必要



参院選日程
記載内容:「2025年7月の参院選」
検証結果: ✓正確
根拠・出典: 7月3日公示、20日投開票で確認済み

自民党復党
記載内容:「2025年6月、自民党への復党が認められ」
検証結果: ✓正確
根拠・出典: 2025年6月20日の復党が各メディアで報道済み

3. その他の重要な事実関係  

鈴木宗男事件の時期
記載内容:「2002年にいわゆる『鈴木宗男事件』で逮捕・起訴され」
検証結果: △要確認
理由: 具体的な月日の確認が必要

参議院懲罰委員長就任時期
記載内容:「2023年には参議院懲罰委員長に就いている」
検証結果: △要確認
理由: 具体的な就任時期の確認が必要

ロシア訪問時期
記載内容:「2023年10月にはモスクワを訪問し」
検証結果: △要確認
理由: 具体的な訪問日の確認が必要

再審法改正議連の発足
記載内容:「『再審法改正を早期に実現する議員連盟』が2024年3月に発足し」
検証結果: △要確認
理由: 具体的な発足日の確認が必要

袴田巖死刑囚救援議連の立ち上げ時期
記載内容:「2010年に立ち上げた袴田巖死刑囚救援議員連盟」
検証結果: △要確認
理由: 具体的な立ち上げ時期の確認が必要

政治資金パーティー開催日
記載内容:「2025年6月21日には札幌市内で政治資金パーティーを開き」
検証結果: ✓正確
根拠・出典: HTB北海道ニュース等で確認済み

4. 文章表現の問題  

記載内容: 「R7（2025）年通常国会で法改正を成し遂げた」
検証結果: △要確認
理由: 文通費改革が2024年12月成立なので、この表現は時系列的に矛盾

改善提案  



修正が必要な箇所  

1. 袴田事件の無罪判決時期
「2023年3月、袴田さんは無罪判決を得るに至り」
→「2024年9月26日、袴田さんは無罪判決を得るに至り」に修正

2. 文通費改革の成立時期
「2023年末に与野党合意で制度改正が実現した」
→「2024年12月20日に改正歳費法が成立した」に修正

3. 文通費改革に関する表現
「R7（2025）年通常国会で法改正を成し遂げた」
→時系列を整理し、適切な表現に修正

追加確認が推奨される情報  

1. 元島民の平均年齢の最新データ
2. 鈴木宗男事件の具体的な逮捕・起訴日
3. 参議院懲罰委員長の就任時期
4. ロシア訪問の具体的な日程
5. 各種議員連盟の設立日
6. 袴田巖死刑囚救援議連の正確な立ち上げ時期

全体的な評価  

記事は概ね正確な情報に基づいて書かれていますが、2つの重要な日付に明確な誤りがあります。特に袴田事件
の無罪判決は2023年ではなく2024年の出来事であり、文通費改革も2024年12月の成立です。これらは記事の信
頼性に関わる重要な事実誤認のため、早急な修正が必要です。
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